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（３）キャリアアップシートの活用例  

学び続ける教員を支援するツールとして教師力キャリアアップシートがあります。この教師力キャ

リアアップシートを活用することで、キャリアステージに応じた資質の向上に関する指標について、自

身の現状の分析や学びの成果や成長を確認することができます。 

 

〇活用方法 

【年度当初】 

① 自己分析 

キャリアステージに応じた資質の向上に関する指標に基づき自身の振り返りを行い、各項目につ

いて、１～５段階で自己評価を記入する。 

 

 

 

 

 

② 重点項目の決定と行動目標の設定 

①の自己分析の結果や自身の強み弱み、今後伸ばしたいと思う力、学校園で果たすべき役割を

踏まえ、今年度の重点項目を決定する。決定した重点項目について、今年度の行動目標を設定し

記入する。 

 

【年度途中】 

③ 行動目標の修正 

年度当初に設定した重点項目について、行動目標の達成状況を確認する。必要に応じて行動目

標を修正し記入する。 

 

【年度末】 

④ 自己評価 

キャリアステージに応じた資質の向上に関する指標に基づき自身の振り返りを行い、各項目につ

いて、１～５段階で自己評価を記入する。 

 

⑤ 重点項目の達成状況の評価と１年間の振り返り 

年度当初に設定した重点項目について行動目標の達成状況を評価し、成果や課題等を記入す

る。④の自己評価や重点項目の達成状況の評価をもとに１年間の学びの成果や成長を振り返る。 

  

５：指標の内容について、非常に優れた能力を発揮し、市全体の模範となる水準で、常にできている 

４：指標の内容について、優れた能力を発揮し、校園内の模範となる水準で、常にできている 

３：指標の内容が、常にできている 

２：指標の内容が、できていないときがある 

１：指標の内容が、あまりできていない 
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　 自己 行　動　目　標　【記入日： ４月12日】

評価 達　成　状　況　【記入日： ３月10日】

3

3

3

3

2

3

3

3

2

3

2
校内メンター研修で公開授業を２回実施する。メンターおよびメンティからのアド
バイスを受け、自己の指導力向上につなげる。

3
校内メンター研修での公開授業を９月に算数科、11月に社会科の授業で実施した。
メンター研修受講者からの意見により、自身の授業改善につなげることができた。

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

2
子どもたちの話合いによる学級活動を充実させ、互いに協力しながら問題を解決し
ていくことで、自己有用感を育む。

3
学級会では、一人一人の思いや願いを大切にしながら話し合うことを指導した。実
践を通して、互いに支え合い、高め合うことの大切さを実感させることができた。

3

3

・子どもが互いのよさを認め、高め合うことの大切

さを実感できる場を設定し、自己有用感を育む実践
を行うことができる。

2

安
全
・

安
心

15
・子どもにとって安全で安心な環境を維持するとと
もに、さらに適切な環境へ改善することができる。

2

B
 

子
ど
も
理
解

　
生
活
指
導

問
題
行
動

13

・子どもの状況を把握し、様々な問題行動に対して

その背景や原因も意識しながら、他の教員と連携し
て適切に指導することができる。

2

人
間
関
係
の

形
成

14

５：指標の内容について、非常に優れた能力を発揮し、市全体の模範となる水準で、常にできている

４：指標の内容について、優れた能力を発揮し、校園内の模範となる水準で、常にできている
３：指標の内容が、常にできている　　　２：指標の内容が、できていないときがある　　　１：指標の内容が、あまりできていない

個
に

応
じ
た

支
援

10

・支援を要する子どもの状況を的確にとらえ、個に

応じて適切に支援することができる。
・障がいのある子どもの実態や保護者の願いを的確
にとらえ、合理的配慮の観点を踏まえた「個別の教
育支援計画」と「個別の指導計画」を作成・活用

し、個に応じた適切な指導・支援をすることができ
る。

2

学
級
経
営

集
団

づ
く
り

11
・子どもとの深い信頼関係を築き、子どもの個性を
活かした互いに支え合う学級づくりができる。

2

規
律
指
導

個
と
の
関
わ
り

12
・学校生活におけるルールや学習規律をより確実な
ものにするために、指導法を改善することができ
る。

2

個
性
の

伸
長

9
・子ども一人ひとりの特性や心身の状況を多面的に
とらえ、学校生活の様々な場面においてよさや可能
性を伸ばすことができる。

2

実
態
把
握

自
己
研
鑽

学
び

続
け
る

意
欲

5
・研修や各種の研究会等に関する情報を収集して、
自己の課題にあった研修、研究会等に積極的に参加
し、自己の教師力を高めることができる。

2

省
察
す
る

姿
勢

8
・子どもの生活や健康について積極的に情報を収集
し、課題を意識して指導することができる。

2

・子ども一人ひとりを尊重するとともに、いじめや
暴力行為のない豊かな人間関係を形成する集団づく

りができる。

2

6

・指導力を高めるために、自己の教育実践を積極的

に公開し、他者からのアドバイスを活用することが
できる。

2

受
容
的

態
度

7
・公平かつ受容的・共感的な態度で子どもと関わ

り、より深い信頼関係を築くことができる。
2

　【     大阪小学校　名前　○○　○○　（  ５班・ 13番）】

自己評価

令 和 ６ 年 度 教 師 力 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ー ト （ 教 員 第 ２ ス テ ー ジ ）

項　目 資質の向上に関する指標
ス

テ

ー

ジ

A
 

基
本
的
資
質

法
令
遵
守

使
命
・

法
令

1
・教育公務員の使命と責任を理解し、法令等を遵守
し、誠実かつ公正な態度で効率的に職務を遂行する
ことができる。

2

マ
ナ
ー

・

一
般
常
識

2

・教育公務員として必要なマナー、適切な服装、言

葉遣い等、誠実な態度で職務を遂行することができ
る。

2

人
権
尊
重

人
権
課
題

3
・子ども一人ひとりの気持ちや願い、背景を理解し

て適切に指導することができる。
2

人
権
教
育

の
推
進

4

各項目について、自己評価を

してみると…。 

指標の内容が、できていな

いときがある項目があるな

あ… 

今年度は 

「６省察する姿勢」と 

「14人間関係の形成」を 

重点項目に設定しよう 

重点項目について、今年度は

〇〇〇〇〇に取り組んでみよ

う！ 

各項目について、今年度はどう

だったか自己評価してみよう… 

重点項目については、□□が

達成できたなあ。 

今年度は△△について学ぶこ

とができたなあ。来年度もさ

らに成長しよう！ 

年度当初 

年度当初 

年度末 


